
 
 

 

 

 
 

〈お問い合わせ〉 

朝日新聞社 ジャーナリスト学校 

TEL 03-3545-0131（代表） 

2019 年 11 月 8 日 

>  contact 

朝日新聞社 〒104-8011 東京都中央区築地 5-3-2 

〈報道関係のみなさま〉 

 

特集 「不自由」な国・日本 

「月刊 Journalism」１１月号発売! 

 

株式会社朝日新聞社（渡辺雅隆社長）は１１月８日、「月刊 Journalism」の１１月号を発行しま

した。特集は「企画展は再開し閉幕、浮かび上がった生きづらさ 『不自由』な国・日本」。あい

ちトリエンナーレ２０１９の企画展「表現の不自由展・その後」の

中止と再開が与えた影響、日本社会が抱える問題点を考察しまし

た。 

巻頭インタビューでは、企画展で特に問題視された「平和の少女

像」の制作者である彫刻家のキム・ウンソン、キム・ソギョン夫妻

に、ずばり制作意図を聞きました。 

映画監督で作家でもある森達也さんは今回の騒動の背景に慰安

婦問題と皇室タブーがあったと指摘。ジャーナリストの外岡秀俊さ

んは「不寛容」というキーワードで日本社会を読み解いています。 

ジャーナリストの安田浩一さんは企画展をめぐる議論の本質を

「表現の自由」ではなく「嫌韓」から来る差別と偏見、ヘイト問題だと見立てています。 

芸術作品としての少女像をどう見るかは原爆の図丸木美術館学芸員の岡村幸宣さん、芸術文化

と公共性については武蔵野美術大学教授で憲法学者の志田陽子さんが解説しています。さらに立

教大学教授の砂川浩慶さん、美術研究者の武藤祐二さんも執筆しています。 

また、今夏の参院選におけるテレビや新聞の報道、世論などについて、上智大学「選挙とメデ

ィア」研究会（音好宏、水島宏明、小此木潔、渡邊久哲の各教授）が分析しました。 

「月刊 Journalism」は２００８年１０月創刊。「移民社会へ」（２０１９年５月号）、「２４時間

社会」（８月号）、「この人のこの１０冊×１０」（９月号）、「メディアをめざす若者へ」（１０月号）

など、さまざまな社会問題にジャーナリズムの観点から切り込んでいます。 

定価は本体７４１円＋税。年間購読料は８９６５円（税・送料込み）です。全国の書店、ネッ

ト書店、ＡＳＡ（朝日新聞販売所）で注文によってお求めいただけます。 


